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『ベビー･ドール』における２つの主題と登場人物

山　野　敬　士

Two Themes and the Charaders inＢ油y Doa

ＫｅｉｓｈｉＹＡＭＡＮＯ

　ハリウッドの繁栄と期を一にしたこともあっ

て，テネシー・ウィリアムズ（Tennessee Wil-

liams,1911-1983）の作品の多くは映画化され，

その中の幾つかは商業的成功をおさめることが

できた。しかし映画化された自分の作品に対す

るウィリアムズの意見は総じて否定的なものが

多い。“Most of my films were subjected to

excessive　censorship.”（Colm?ysdiom　面山

TGmess卯Ｗｍｉａｍｓ，Ｓ49）と彼自身語っている

ことからもわかるように，劇以上に商業的成功

を要求され，検閲が厳しい映画の世界において

は，彼の思想が脚本家や監督の手により歪めら

れることも多かったようである。『ペビー･ドー

ル』（荻z妙八戒1956）は，ウィリアムズ自身の

手による映両用台本である。もちろん，他の映

画化作品において行われた歪曲が，この作品に

おいて成されなかったと言うわけではない。し

かし脚本の段階で切り捨てられていた「性」と

いう主題が，この映両用台本では楼小化されず

に残されている。そして，上映にともなって湧

き上がった多くの批判が，何よりもそれを物語

っているのである。 ･1

　加えてこの作品においては，ミシシッピーの

貧しい土地が舞台とされ，その住人達が主人公

とされていることも興味深い点と言えよう。ウ

ィリアムズの中心的な作品ではアメリカ南部の

s1David Savran，CommMRist，Cowboys，aRd Qwe朽.
p.120参照

貴族階級出身者や，清教徒的なモラルを準拠枠

にして生きる人物が主人公であることが多い。

その意味で，この作品の中の南部像はウィリア

ムズ作品において特異なものと言えるのであ

る。

　本論では，『ベビー･ドール』に描かれた南部

の一形態を考察し，作品中の人間関係に見い出

される「性意識と個人の自我」という主題の描

かれ方を分析することとする。

　　　社会的なものと個人的なもの

一シルヴァ・ヴァカーロの描写を通じてー

　　『ペビー・ドール』に描かれた中心的プロッ

ト（恨みによる放火と復讐としての加虐的性愛）

は，ウィリアムズ自身の戯曲『27台分の綿花』

（27Wj卯心7句//が０尚77,1946）から受け継が

れたものである。その戯曲はさらに同名の短編

小説（1935）が発展したものであるが，その短

編小説では，性的なものに直面した個人の葛藤

が十分には描かれておらず，衝撃的なプロット

のみが強調された形になっている。戯曲では，

新型の綿繰り機と大工場を駆使し土地の綿花産

業を牛耳ろうとするイタリア男に対して，土地

の男が大工場に放火することで既みをはらすと

いう重要な物語が導入されている。フォークナ

ーの作品等に描かれる退廃的な南部像をこの物
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語に推測することも可能ではある。しかしなが

ら，それは放火をした男の個人的感情を超える

ものとしては描かれていないように思える。放

火犯が社会の心性を体現することを暗示するよ

うな台詞やト書きが存在しないことがその原因

であろう。

　映画『ペビー・ドール』において，放火とい

う行為は共同体の総意として描かれている。映

画は，外部からの侵入者(文化的，経済的他者)

の出現による南部社会の危機を個人的な恨みの

背後に描くことに成功しているのである。ここ

では,作品中に描かれた南部の共同体の心性と，

それを作者がどのような形で表現しているかを

見ていくこととする。

　映両用台本に描かれた南部像は，他者を排除

する共同体の姿である。土地の綿花産業を独占

するかのような勢いを持つ大工場(シンジケー

ト・ジン)とその主シルヴァ・ヴァカーロ(Silva

vaccaro)に対する共同体の感情は肯定的なも

のではない。工場主催の宴会に出席した公的な

人間でさえも，ト書きに記されているように，

(“Sew出陣bko蕉d�s ayり)yesat，回t�1

げｔｋｍ 厄卸ﾊﾞobdkye as 侑にoに抄ｋｓａ

s仔oRg砂di粧面dam伍面towayds tk S萍dic�c

－ouJmd j）1皿lalion.”25)その工場に対して複雑

な感情を抱いており，富を資してくれた賞賛す

べきものとは決して考えていない。貧しい階級

の人間達は，より強い反感を工場に対して持っ

ている。その代表となるのが，主人公ベビー・

ドール(Baby Do11)の夫で，放火犯でもあるア

ーチ・リー・メイガン(Archie　Lee　Meighan)

である。しかしながら，“That place ruined me.

…Fd like to see the whole place up in smoke"

　(25)と語るのがアーチ・リーではなく，酒場

で彼と同席した土地の男であることは重要であ

る。つまり，敵意は放火犯個人だけのものでは

ないのだ。燃え上がる工場に到着した消防車の

ホースは短く，火に近づくこともできない。消

防士達の様子は，ト書きに“Some sccm ad皿脂

泌di魯ye址｡秘鳶d，some好侑ふづaces c坤粍ss

ａＭｏ�斑casM粍泌脹eμαmes，加旨ｄ tky

s卯ｍｍｏ粍細柚yest心細加dc旨筒g侑僻り辿削-
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泌齢”（27）と描かれている。この共同体の内に

おいて，シルヴァは，危機に陥った人間を分け

隔てなく救出することを義務とする消防士によ

ってさえも疎まれる存在なのだ。火事の翌日の

町の雰囲気が，“A Holiday mood μelJails.lt’s

脂汗tk万7ekssdボ�somり)yoかｍｌｄ ｏｄ

b面ch昭ey a�1φ恥鋤o瞬げtkにom-

mmli句心hiほmted.”（31）と描かれていること

からもわかるように，彼の成功は共同体によっ

て望まれたものではなく，そしてその不幸は共

同体によって彼に成された罰なのである。

　イタリア系であり，大工場の主であるシルヴ

ァは文化的にも経済的にも共同体にとって他者

である。その他者は暴力的に排斥される。古い

秩序を守るために，共同体は他者を生費として

抹殺するのである。映画の中程でシルヴァは土

地についでThis place was empty. l was told

it was haunted.”（41）と述べる。土地に取りつ

いた幽霊はその後さらに具体的なものとして提

示される。彼は，それを“evil spirits” であると

言い，

They're evil spirits that haunt the human

heart and take possession of it，and

spread from one human heart to another

human heart the way that a fire goes

springing from leaf to leaf and branch to

branch in a tree tm a forest is all aflame

with it -the birds take flight- the wnd

things are suffocated…everything green

and beautiful is destroyedﾊﾞ52)

と語る。シルヴァは，人間存在が暗く残酷な本

質を保持していることを認識している。彼がそ

れを火の比喩によって語っていることからもわ

かるように，その暗い本質が，工場を焼いた南

部の共同体の構成者によって共有され強化され

ていることも彼は認識している。そしてその認

識は，生費として暴力的に排斥された経験によ

って生まれたものなのである。

　映画の中でのシルヴァの描かれ方で興味深い

点は，観客が彼に対して共感を抱くような操作



がなされていることであろう。共同体が，邪悪

な心性を保持するものとして描かれることもあ

り，その対立項である犠牲者に我々は肩入れし

てしまう。表層的ではあるが，その好例となる

のが彼の外見であろう。アーチ・リーがもう若

くない醜い男として描かれているのに対し，シ

ルヴァは9“akmlsome，coky yoimg n�這ぶ’

　(25)として観客に紹介されるのである。もち

ろん彼は自分の中に“evil spirits"を持った人

間であり，それを復讐の後ろ据に使う人間であ

る。しかし，同時にそこから距離を置き，それ

を冷静な目で見据えることもできる人間なので

ある。ある意味で彼は放火によって浄化された

存在なのであり，共同体の邪悪な心性を共有す

る者ではないのだ。

　南部共同体と個人の対立というテーマを考察

する時，自身南部の出身である作者を考慮に入

れるのは重要なことであろう。ウィリアムズは，

その作品の中で詩的な要素を持った古い南部と

いうものを描いてきた。特に，それが滅び行く

存在であることが彼にとっては魅力的でもあっ

ただろう。しかし同時に彼は，南部の清教徒的

道徳観と自我の間で苦悩する人間も描いてき

た｡そしてそのような人間達の苦悩はまさしく，

南部に生まれ育った同性愛者である彼の苦悩で

あっただろう。彼は，自分が南部を離れた時の

ことを“Those people chased me out of here.

I left the South because of their attitude

toward me. They don't approve of homosex-

uals,and l don't want to be insultedｸﾞa2と述

懐している。彼は，共同体に排斥される文化的

他者シルヴァの像の中に，やはり共同体にとっ

ては理解し難い他者である自分を見ていたのか

もしれないのである。

　D.サヴラン(David Savran)は，『ベビー･ドー

ル』にも描かれている新旧社会の衝突という主

題に関して，“As is so frequently the case in

Williams's work, this confrontation is figured

as a sexual contest over a woman between a

゛2Ronald Hayman， Tmmssce WUhms: Eむe巧ｏｍＥｋ

is a筒AMdi四ce，pp.158- 9参照

lt3Savran，pp.122- 3参照
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virlie young man and a weak or effete older

man.”（122）と述べている。例えば『欲望とい

う名の電車』（AStγatcaγNamd Desiye,19477）

において，崩壊した貴族的南部を体現するアラ

ンは若いが同性愛的な傾向を持つ男であり，主

人公ブランチと性的に結び付くことの不可能な

人物であるのに対し，新社会を体現する人物ス

タンリーは性的な魅力に溢れた男である。ウィ

リアムズの劇において，このような男性達は，

主人公の女性の性意識に強引に侵入して行くこ

とが多い。この点において興味深いのは，彼ら

のほとんどがアメリカ社会の中心から離れたエ

スニックグループに属していることである。回

スタンリーはポーランド系であり，『バラの刺

青』（7秘裁ｙ乃尚り,1951）において主人公セ

ラフィーナを性的に再生させてやるアルヴァロ

はイタリア系の男である。この意味で，シルヴ

ァは，ペビー・ドールの「性的な成熟」という

作品のもう一つ主題とも深く関わってくる。作

者は，シルヴァを「文化的他者」として提示す

ることで，社会的な主題（退廃的南部像）と個

人的な主題（性意識）の両方に関わりを持つ存

在として描いているのである。

　映画の原作となった『27台分の綿花』の副題

ぱMississippi Delta Comedy”である。しかし

ながらその結末は所謂喜劇とは言い難い。女主

人公フローラは工場主に犯され，それを帰宅し

た夫に伝えようとする。しかし，工場に放火し

て自分の仕事を取り戻したことに満足している

夫には全く通じない｡そこに描かれているのは，

ブラック・ヒューモアと呼べるような状況であ

る。一方『ベビー・ドール』では，作者はより

正当的な喜劇を目指していたように思える。シ

ルヴァとベビー・ドールは恋におち，しかもそ

の恋愛は結末で成就するのである。つまり彼女

の性的な成長は幸福な結末とともに成し遂げら

れるのだ。確かに主人公は性的な暴力を経験す

るが，その後に見い出されるのはブランチが見

た狂気の世界でも，フローラが直面する皮肉な

状況でもない。それは純粋な愛の世界である。

女性の凍り付いた性を暴力的にねじ開け，なお

かつそれを愛情へと変化させる役割は，スタン
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リーのように観客や読者に反感を持たれる人物

やアルヴァロのようにただ善人として描かれて

いる人物では表現できないだろう。シルヴァは

復讐に燃える人物であり，それは彼の暴力的な

一面の裏付けとなる。しかし，対共同体という

構造の中では彼は暴力によって迫害された憐れ

むべき存在でもあるのだ。個人的な感情と社会

的な立場という２重の像でとらえることと，文

化的他者という役割を彼に担わせることで，作

者は相対する２つの要素を巧みにシルヴァの中

に描いているのである。

ペビー・ドールー突然の成熟一

　ある女性が性的に急激に変化するという主題

は，『夏と煙』(SＲｍｍｅｙＧｌｄ Ｓｍｏｈユ948)の中

にも揺かれていたものである｡主人公アルマは，

厳格な清教徒としての自己と性の意識の間に揺

れ動き，苦悩する。最終的に彼女は性のボヘミ

アンとして生きることを決心するわけだが，彼

女の変化は清教徒的な道徳観と性的な飲助とい

う２項対立間の移行という形をとることで，劇

的にされていると言える。アルマの決心を変化

と呼ぶならば，ベビー・ドールのそれは変化と

は言えないであろう。なぜなら彼女は，固執す

るべきものも，自己の性意識に対する認識も曖

昧な形でしか持っていないからだ。彼女の決心

は無垢から認識への過程にあるのである。

　彼女は作品の前半，その名前が暗示するよう

に，人格の完成していない赤ん坊として描かれ

ている。最も象徴的なのぱ‘Baby Dolos asleゆ

緬tkc一)．Ｈａりhmb is in ky mo14th. Lik

a chUd， sk's t巧鏑g to hold 皿to ky 山ゆグ

(36)というト書きであろう。幼児用のベッドで

眠る彼女の姿は，外界から隔離され(彼女のベ

ッドには囲いがついている｡)自分だけの世界に

生きる存在を示している。自己は個人が社会と

関わっていく中で形成されるものであるから，

彼女は明確な自己を保持していない。自分を社

会の中でとらえることのできない彼女は,当然，

社会的通念を理解できないでいる。自分と夫と

の関係を彼女がいかにとらえているかが，その
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好例となるであろう。彼女にとって夫婦という

形態は，愛情で形成されるものではない。そも

そもそれは，死を前にした彼女の父親を安心さ

せるために成されたものなのだ。当然二人の間

に性的な関係はない。それがアーチ・リーを悩

ます原因となっているわけだが，彼は，妻が二

十歳になった時には肉体関係を持つという約束

を取り付けることで，気を紛らわせている。し

かし，シンジケート・ジンの進出による経済難

から,彼らは家具のほとんどを奪われてしまう。

そしてベビー・ドールは夫に家具が戻らなけれ

ばその約束を破棄すると伝えるのである。つま

り，彼女にとっての結婚は理解しがたい性や愛

情ではなく，理解が容易な経済の概念によって

のみ構成されているのだ。しかし，彼女が成熟

する時期は近づいている。映画のほとんどは彼

女の二十才の誕生日の前日を舞台としている。

家具が戻れば，彼女は性的なものに直面せねば

ならないこととなるのだ。そして彼女自身の中

にも性意識は芽生えつつある。彼女は，夫が通

院する病院で若い男達と意味ありげな視線を交

す。そもそも彼女の名前は，五十年代にアメリ

カの十代の若者遠の間で流行した寝間着からつ

けられている。露出過度なこの寝間着の流行の

原因は，着心地よりも人の気を引きたいという

欲望の方が強かった。 ･4つまり，彼女の名前自

体が，性的な欲望の象徴でもあるのだ。

　彼女の性的な成熟への過程は，前章で考察し

たアーチ・リーとシルヴァとの対立という構造

の中に収められている。そして，彼女は後者を

自ら積極的に選択することによって大人の女性

となるのである。彼女の誕生日は選挙の投票日

でもある。もちろんこれは，彼女がある選択を

自分の意思で行うということを比喩している。

主人公の性意識という主題に関して，『ペビー･

ドール』が『27台分の綿花』と徴妙に異なる点

は，ペビー・ドールがシルヅァとの出会いによ

って性意識に目覚め，そこから自己を確立して

いくことである。戯曲中の女性登場人物フロー

ラは工場主にサド的な性行為で犯された後，夫

自海野弘「黄金の50年代アメリカ」

pp.174-5参照



に“Baby”と呼びかけられた際/Tm not-Baby.

Mama! That’s － me‥‥”（38）と言う。彼女の

性意識に何らかの変化が生じたことを示す場面

であるが，この変化はベビー・ドールの認識と

は異なるものである。なぜなら，フローラは，

夫との関係の中にすでに倒錯的性愛を認識して

おり，工場主との関係はその認識を確認するよ

うなものでしかないからだ。作品の前半部で，

夫ジェイクは彼女の手首をねじ上げ息の止まる

ようなキスを浴びせながら，彼が出火時に家に

いたという嘘を言うように彼女に強要する。こ

の会語中の卜書きに作者ぱihe exl)eyi㎝ce加αs

11ot押i侑o蛍かlcasrc≒柘y both卸眉esグ（８）

と記している。一方，映画においてもほとんど

同じ場面が用いられているが，そこにはサドマ

ゾ的関係に満足する夫婦の姿は描かれていな

い。それどころか,作者はト書きに“ksta肴尚�

sgizes　ky　lえJyist　昭a泌.Sk　shyias．７ｋ

yo竹za肴celS OIJI?γ，（30）と書いて，ペビー・ド

ールが性的なものを夫との関係の中に必要以上

に認識することを拒否しているのである。作品

のプロットから考えても，アーチー・リーとベ

ビー・ドールの関係は，いかに性的な暗示に満

ちていようと，彼女の性意識を開放するような

性質のものであってはならないのである。

　粗野で思慮に欠けるアーチ・リーに対し，シ

ルヅァは不思議なやさしさと深い思想を持った

人物として描かれている。彼はメイガン家の庭

の，それまで長い間使われていなかった古いポ

ンプから新鮮な水をくみ上げる。この点に関し

て，F.H.ロンドレ（Felicia Hardison Londre）

は，シルヴァが火災の際唯一火に近づくことの

できた人物であった点とも併せて，“By　as-

sociating vacarro with his often-used sym-

bols of fire and water, Williams suggests that

this outsider among the Southem-rural folk

represents purity and energy in a corrupt，

decadent milieu.”（129）と述べている。シルヅ

ァを“purity”を持った人物と定義するのは危険

であるし，作品の深みをかえって消してしまう

ことになると思われるが，彼がよどんだ土地に

新鮮な水を与えることのできる人物であること
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は間違いない。そして，性的なものを暗示して

いると思われるこの描写は，同時に彼が閉じら

れていたベビー・ドールの性的な感情に流れを

与えることのできる人物であることを象徴して

いると言えるのである。

　S.フォーク（Signi Falk）は『27台分の綿花』の

工場主，ヴィカーロ（vicarro）を“one of WH-

liams’ early contemplative males” （54）と書

いているが，シルヴァもまた非常に思慮深い男

である。しかし，前者の思慮深さがフローラを

恐怖へと追い込んで行くことにのみ発揮される

のに対し，後者のそれは，ポンプから水を汲み

出すという行為と同じ効果も併せ持っていると

言える。彼は，人間はあてもなく彷徨い消えて

いく存在であるという思想を持っている。彼は

自分の人生哲学をベビー・ドールに“DrifLfor

a while and then…机mi辿．And so make room

for newcomers! 01d goers, newcomers! Back

and forth， going and coming， rush，rush!!

Pcym皿四？No侑i伺JAnything living!…last

long enough to take it serious.”（42）と話る。

古い価値観に凝り固まった南部の状況を郷楡

し，自分が追い込まれた悲惨な状況を理解しよ

うとするこの言葉は，ペビー・ドールに向けら

れたものでもある。彼女と夫の関係は変化の欠

落したものに他ならない。古い価値観と土地に

縛りつけられたアーチ・リーのもとでは変化は

否定されるのだ。そこではすべてが停滞し，運

動は存在しない。従って，彼女自身の中にも本

質的な変化は生まれないであろう。それゆえに，

変化と運動の中に生を見るというシルヅァの思

想は彼女にとって魅力的なものであり，文字通

り彼女の心的変化の契機となるのである。作者

はこの対話の直後の卜書きに“Tk7c　is　tk

b昭hm泌g　oﾁﾞ　some　扨dyd　ml面ys垣筒d泌g

bdwe心服emフ（42）と書いている。ベビー･

ドールの中に，夫との関係には見い出せなかっ

た相互理解を作り出すのは，彼女だけではなく

観客や読者もまた共感を覚えるように，作者が

シルヅァの中に描いた人間的なやさしさと深い

思想なのである。

　ここで，作中のもう一人の登場人物，ローズ
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(Aun Rose Comfort)について考えることとし

よう。なぜなら彼女をベビー・ドールと関連づ

けて読むことが，ペビー・ドールの意識とその

変化を分析する際の重要な于がかりとなると思

われるからである。ローズは，映画のもう一つ

の種本となった一幕劇『気に入らない夕食，あ

るいは,切りつめられた長い滞在』(“The unsat-

isfactory　Supper，or　The　Long　Stay　Cut

Short",1946)から抜き出された人物である。家

族に疎まれて惨めな人生を送る老婆として描か

れている彼女の役割は，映画においてもほとん

ど変化していない。アーチ･リーは彼女を憎み，

家から追い出そうと常に考えている。最終的に

彼女は，シルヴァによって救われることが約束

されるのであるが，それが唯一劇と異なる点で

あろう。そもそも，この戯曲を映画と結び付け

るという考えはウィリアムズによるものではな

く，舞台監督としてウィリアムズ劇に数多く携

わってきたエリア・カザン(Elia Kazan)が思い

ついたものであった。ウィリアムズ自身はこの

案に乗り気ではなく，ローズを登場させること

が作品のまとまりを欠いてしまうと感じていた

ようである。 a5

　ローズが劇中担っている役割は二つあるよう

に思われる。一つはロンドレが述べているよう

に，(“Aunt Rose also generates a large share

of the comedy in Ｂ油y DOU.'≒129)作品の中に

笑いを生むという役割であり，もう一つは，映

画の後半部で自分の境遇について心情を吐露す

ることで，作品にメロドロマ的要素を導入する

ことである。最初の点に関しては，彼女の動作

や周囲と全く噛み合わない台詞が，ある程度の

効果を保持しているが，行く所もなく家族に疎

まれる彼女の存在が，根本的に笑いを担うには

余りにも哀れなものであることは事実である。

またメロドラマの要素は，それまで極力ベビ

ー・ドールとシルヴァの恋愛をただのロマンス

に終わらせないように操作されていた作品の

　｢語り｣と首尾一封しておらず，それゆえに映

画の最後半部の雰囲気が，唐突なものに思える

45Hayman，158参照
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のも事実である。

　一人の登場人物として十分に発展させられて

いないローズを主要な人物達と同じ様に考察す

ることは意味がないことのように思われる。む

しろ，作品の主題や登場人物達の補足をする人

物として読むことのほうが，作品の読解という

点に関して言えばよいのではないだろうか。例

えば，ローズはベビー・ドールの影としての機

能を果たしているとも言える。メイガン家に残

された家具はベビー・ドールのベッドとローズ

のピアノのみである。薔薇を見でAren't they

poems of nature?" (23)と語るローズは，ペビ

ー・ドールと同じように純粋で無垢な精神を持

つ人物として描かれている。また，シルヴァは

アーチ・リーに対して次のように語る。

　　Mr.Meighan，when a man is feeling

　　uncomfortable over something， it often

　　happens that he takes out his annoyance

　　on some completely innocent person just

　　because he has to make somebody suffer｡

　　　(81)

　アーチ・リーの欲求不満の原因はベビー・ド

ールである。その不満を彼はローズにぶつけて

いるというわけである。主人公の影として機能

するローズは，主人公になり変わって疎外され

ているのだ。自分を迫害するアーチ・リーに対

しローズは,“Nobody匹四hadto一如t me o14t!

lf you-gentlemen will excuse me from the

table- l will pack my things! lf l hurry F11

catch the nine o'clock bus to-" (81)と述べる

が，その直後の卜書きの中に作者ぱSk call't

t証肴瓦ｗｋ粍to”と記している。行くべき所のな

いローズの姿は，シルヴァと出会う前のベビ

ー・ドールの姿でもある。映画の冒頭で，家財

を奪われた夫に愛想をつかしたベビー・ドール

は家を出る決心をするが，行くべき所もなく結

局帰宅する。夫の支配下にある限り，彼女は退

廃的で変化のない世界に閉じ込められることが

運命づけられている。つまりローズの憐れな姿

は，現在の生活を選択した場合のベビー・ドー

ルの未来の姿を暗示しているのである。シルヴ

ァとの愛を確かめあったベビー･ドールの姿(シ



－ン91）と瀕死の友人を病院に訪ね，その脇で

チョコレートを食べるローズの姿（シーン92）

が連続して映し出されるのは興味深い。ベビ

ー・ドールは，シルヴァによって変化と運動の

ない世界から救われたのであり，死の傍でのみ

安息を得るというローズの人生を引く継ぐこと

を回避することができたのである。

　主人公の恋愛の成就というプロットを正当化

することが，作品の性質上（喜劇）避けられな

いことをカザンは強く意識していていたのでは

ないだろうか。それ故に彼はローズの登場とメ

ロドラマ的な結末を作者に提案したのであろ

う。しかし，メロドラマの導入は作品の前半部

との間に軋みを生み出すことにしかならなかっ

た。しかしながら，ローズをベビー・ドールの

影として読めば，ローズの姿はベビー・ドール

の選択を正当化する機能を十分に果たしている

と言えるのであり，それはプロットの正当化へ

と繋がるものと考えられるのである。

屋根裏の描写と暴力的性愛の意味

　ベビー・ドールがシルヅァに追われて屋根裏

に逃げ込む場面には，作品中最も効果的な技法

が導入されていると言える。作者は，ペビー・

ドールの内面の変化を促すこの場面を屋根裏と

いう象徴的な空間に設定することで，彼女の内

面を劇的に提示する。この屋根裏に関して，彼

女は，“You know there are places in that

house which l never been in. l mean the attic

for instance.”（45）と語っている。彼女自身が

入ったことのないこの空間は，彼女の無意識を

暗示するものとして機能していると言えないだ

ろうか。彼女はこの時点において，自分の意識

を保つことができなくなっている。シルヴァに

追われてポーチヘと逃げた彼女は床板を踏み外

し，シルヴァに抱き抱えられる。彼女ぱThe

place is-collapsing right undemeath me!”（53）

と叫ぶ。この台詞は，シルヴァに対する恐怖と，

肉体の接触によって意識される性的なものの間

で彼女の意識が分裂して行くのを暗示するもの

であると言えよう。性意識は彼女の無意識から
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湧き上がって,断続的に彼女の意識に現われる。

家の中に逃げ込んだ彼女をシルヴァは網戸に穴

を開けて覗き見るが，その時に彼がたてる音は

彼女を不安な気持ちにさせる。このシーンは，

映画のオープニングのシーンと対になってい

る。シーン１において，ペビー・ドールは不可

解な音に眠りを妨げられるが，これは夫アー

チ・リーが彼女を覗き見ている音である。音は

彼女に意識された後も止まることなく続く。つ

まりそれはただ単に外界から彼女に到来してく

るものなのである。それに対し，シルヴァの出

す音は，彼女が耳をすました途端に止まりその

後繰り返されないので，彼女はそれが何である

か理解できない。つまりその音は，それまで彼

女が自覚したことのない，無意識から立ち上っ

てくる性意識を暗示するものでもあるのだ。

　ペビー・ドールが逃げ込んだ屋根裏は，まず

卜書きの“Du毒�e頑e八〇皿beams好面附

lhyo哩h ti阿畑池�uJi?ldouJs i竹部bles a?ld a

畑ｍ出席d汝ayd�如何s脹ｄｋｗ服

卸ｄ巧げti面gs o筒ce回心屈服by服eMO-

1回収川面即sグ嗚4）と描写される。屋根裏に

隠された物は，作品中に描かれていなかったも

う一つの南部像である。貴族的でロマンティッ

クな南部像は，資本主義の導入により退廃的な

側面が強調された南部像によって，屋根裏とい

う見えない場所に押し込められていたのだ。こ

の南部像はウィリアムズの作品で重要な役割を

果たしてきたものである。ブランチやアルマと

いった人物は自分の中にあるこの像と性意識の

間に苦悩した。退廃的な南部に生き，まだ自己

といったものが確立しきれていないベビー・ド

ールには無縁であると思えるこの南部像が屋根

裏に設定されていることは，非常に興味深い。

それは南部に生きる者の中に集合無意識という

形で生き残っているのである。もちろんベビ

ー・ドールの中にもそれは存在する。作者は，

この描写を配置することで，作品が性的なもの

に一気に突き進んでいくのを避け，主人公の内

面をより複雑なものにしているのである。

　屋根裏の壁越しにシルヴァと話をしている最

中に，壁の漆喰が次々と剥がれ落ち，ベビー・
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ドールを恐怖させる。シルヴァはドアを肩で揺

らしその恐怖を増大させる。暴力的なこの行為

は，彼の鞭や“Sca粍ｄｌｍ垣ht w回）yoM面th

it alld leαwy�ma池so肴yoMy－cyea?町加hite

s混一誠治P”（66）という言葉とともに，２人の

間に起こるであろう暴力的な性愛を観客に予期

させる。同時に屋根裏の形態が変わっていく姿

は，彼女の無意識の性衝動がシルヴァによって

目覚めざせられていることも暗示しているだろ

う。彼女は夫が放火犯であることを証明する文

書にサインする。無理強いされたとは言え，彼

女は夫を見捨てることを決意するのだ。彼女が

自らシルヴァを選択するという事実は，彼女の

シルヴァヘの言葉にさらに描かれる。文書を持

って立ち去ろうとする彼に対し，彼女ぱ眼福

垣eGd－I扨皿t to（68）と呼びかけ，屋根裏

から走り出る。直後の卜書きに“B紺sk c(m't

yemembey匍kt sk 14Ja?ltsto.”（68）と記され

ていることからもわかるように,彼女の願望は，

まだ半ば無意識の中に存在する性衝動である。

それ故に彼女は，その言葉を完結することがで

きないのである。 ･6

　シルヴァとの関係の中で，ベビー・ドールは

自分の無意識の性衝動を本能的に知覚し，それ

に従う決心をするのであり，その性的な成熟は，

彼女自らが選択した意思である。屋根裏のシー

ンで観客が予期した暴力的な性交渉は，実際に

はそれほど衝撃的なものではない。実際にその

場面は描かれず，ベビー・ドールの肌に残る傷

跡がそれを観客に推測させるだけである。二人

の性交渉は，ペビー・ドールの決心を固める効

果を果たせばよいわけで，それ以上の効果は二

人の愛情関係を倒錯的なものへと変化させてし

まい，作品のプロットを歪めてしまうこととな

るだけである。暴力的な性は，半ば無意識の中

に存在する性意識を彼女に明確に意識させれば

よいと，作者は考えていたに違いない。性行為

の後の描写が，ベビー・ドールのベッドで眠る

二人の安らかな映像であることからもそのこと

゛6Savra�よ、主人公の途切れた言葉に関して、当時の女

性の社会的立場を考慮したものであるという分析をして

いる。（124- 5）
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が推測されよう。主人公の成熟を劇的なものに

し，そしてその余りにも突然な変化を正当化す

るために暴力が描かれたのであり，そしてそれ

は，一人の女性が自分の性意識に目覚めるため

に必要なだけの暴力でしかないのである。この

ように考えると，rベビー･ドール』の上映当初

に湧き上がった議論が，倒錯的性愛に対する非

難が中心であったという事実は不可思議なもの

に思えてくる。それは，屋根裏の描写やシルヴ

アの人格設定などと同様に，主人公の心的成長

という主題と，愛情の成就により作品を喜劇と

して提示するという作者の意図をより明確にす

るために備え付けられた巧みな技法の一つにす

ぎないのである。

　本論でも確認してきたように，『ペビー･ドー

ル』は喜劇である。そして，性の謳歌を結末に

持つ喜劇として，それはウィリアムズの『バラ

の刺青』を私達に意識させる。しかしながら，

余りにも個人的な性意識の描写が多い『バラの

刺青』に対し，『ベビー･ドール』が，個人的な

レベルを超えた社会的な主題が導入されること

で，さらに奥行きのある作品となっていること

は重要なことであると言える。加えて，私達が

第一章でみたように，作品に描かれた南部社会

が，それまでのウィリアムズ作品に登場する南

部とは異なるものであったということも重要で

ある。ウィリアムズの作品は時に「私的すぎる」

という評価を受けてきた。また，彼の描く南部

が貴族的で詩的なものであることが多いため，

一面的な南部像しか描かれていないとも思われ

てきた。その意味で『ペビー・ドール』はその

二つの批判を反駁するような要素を持っている

と言えるのである。

　また，個人の性意識の変化という，他の作品

と共通する主題も,私達がみてきたように,様々

な効果によって非常に巧みに描かれており，そ

の効果のいずれもが喜劇という性質を維持する

ための役割を果たし作品に統一を与えていた。

それまでの作品に見られなかった新たな側面を

導入した点と，それまでの作品と共通する主題

をより効果的に描いた点において，『ペビー･ド

ール』は，戯曲作品と同様に分析する価値のあ



る，ウィリアムズの中心的作品の一つであると

考えられるのである。

　　　　　　　　　　　引用文献

Devlin，AIbert J.（ed.）a,2aa2＆,zs一油７ｂ９２．

ｓａＷ辺■。s.Jackson: University Press of Missis-

sippii，1986.

Falk，Signj.7b92ss配　l祠ja澗s.New York:

Twayne，1961.

Ｈａｙｍａｎ，Ｒｏｎａｌｄ.Teylnessee Wilhms: Ewりo－

Ek is 皿Ａudi四ce:Ｎｅｗ ＨｅａｖｅｎａｎｄＬｏｎｄｏｎ：

91

　ＢＪｄ池原Ｂゆ卸Ｕ蛍ｗ畑妙八面oy COHqe，J5(1996)

Yale university Press，1993.

Londre，Felida Hardison. 7盲z万認s託　H々//必常s.

New York: Frederick ungar Publishing， 1983.

Savran，David.Ｃｏｍｍｍ出ts，Cowboys，aRd

Quays.Minneapolis: University of Minnesota

Press，1992.

Williams,Tennessee, Baby Do圧London: Penguin

Books，1968.

27Ｗ昭皿s FuH 好Ｃ�回ｘｎ Ｔｋ

7ig�翔が7iMMssgl/Fi'/1必別s,vol.6.New York

New Directions，1971.


	page1
	page2
	page3
	page4
	page5
	page6
	page7
	page8
	page9

